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Ⅰ．はじめに
　陸上競技選手は，トレーニング実施内容や選手の発達
状況などを評価するためにコントロールテストを実施し
ている。ある程度トレーニング期間を設けて，その都度
コントロールテストを実施することは，選手たちのト
レーニング実施状況を把握したり，トレーニング計画を
見直すことにおいて，コントロールテストの測定値が有
意義なものになり得ると考えられる1～3）。
　本研究は，北海道内の高校陸上競技部において，競技
記録とコントロールテスト測定値の変化を追跡し，その
測定値をもとに日常のトレーニングへ活用してもらうこ
とを目的する。なお，本報では短距離，跳躍選手を報告
する。
Ⅱ．方法
１．対象者
　北海道内の高校陸上競技部１チームを対象とし，14名
のうち，短距離を専門とする選手11名（男：７名，女：
４名）および跳躍を専門とする選手３名（男：１名，女：
２名）の測定を行った。表１に対象者のプロフィールと
測定値を示した。
２．競技記録
　対象者のコントロールテスト内における競技記録につ
い て，IAAF score Tables of Athletics（International 
Association of Athletics Federations，2014）を用いて
点数化した。
３．測定項目
１）身体測定
　対象者は，身長，体重，除脂肪体重および体脂肪
率を測定した。身長以外のデータは体成分分析装置
（InBody730，Biospace社製）によって測定した。
２）スプリント走パフォーマンス
　スプリント走パフォーマンスとして，スタートダッ
シュの技術の貢献を排除するため，そして屋内で最大限
の全力疾走ができる距離が40ｍであったことから，10ｍ
助走後の30ｍスプリント走タイムについて光電管（TC
タイミングシステム，Brower社製）を用いて測定した。
２）各種垂直跳能力
　本研究では手を腰に当てた姿勢での反動なし垂直跳
（Squat Jump, 以下SJ），手を腰に当てた姿勢での反動あ
りの垂直跳（Counter-movement Jump, 以下CMJ），腕
の振込動作を用いて反動ありの垂直跳（Vertical Jump, 
以下VJ），手を腰に当てた姿勢での５回連続リバウンド
ジャンプ（Rebound Jump, RJ）および腕の振込動作を
用いての５回連続リバウンドジャンプ（Rebound Jump 
with Arm, 以下RJA）を採用した。
　各垂直跳能力の指標として，SJ，CMJおよびVJは跳
躍高，RJおよびRJAにおいては接地時間（RJ-CT, RJA-
CT），跳躍高（RJ-H, RJA-H）およびRJ-indexおよび
RJA-indexを用いた。全ての跳躍運動は，マットスイッ
チ（マルチジャンプテスタ，ディケイエイチ社製）上
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で行わせ，滞空時間（Air time：AT）および接地時間
（RJ-Contact Time：RJ-CT）を測定した。跳躍高は，以
下の式に代入することにより算出した。
　跳躍高＝1/8・g・AT2　gは重力加速度（9.81m/s2）
RJ-indexおよびRJA-indexは，跳躍高（RJ-H, RJA-H）
を接地時間（RJ-CT，RJA-CT）で除すことにより算出し，
５回の跳躍のうちRJ-indexが最高値を示したものを分
析に用いた（遠藤ほか，2007；大宮ほか，2009）。また，
同時に体重測定を行った（表１）。
３）無酸素パワーテスト
　電動式自転車エルゴメーター（PowerMaxVⅢ，
KONAMI社製）を用い，10秒間の全力ペダリング後，
120秒間の休息を３ステップ行い，絶対値および体重当
たりの無酸素パワーを測定した。
Ⅳ．今後の展望
　選手個人の測定値において，統計処理を行うことがで
きるほどのデータを収集する必要がある。年単位で選手
の情報を得ることにより，選手個人それぞれの課題を抽
出することが可能となる。今後は，短距離・跳躍選手の
膝関節等速性筋力，中・長距離選手の最大酸素摂取量や
乳酸閾値，投擲選手のデータも含めて報告することが課
題である。
付　記
　本研究は，平成29-30年度北方圏生涯スポーツ研究セ
ンター選定事業として実施した。申告すべき利益相反な
し。
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